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科学技術関係研究会議録のてびき

一『国立国会図書館所蔵　科学技術関係

　　　　欧文会議録目録』の刊行にあたってT一一一一一’

会議録とは何か　　t

　会議め考察’

　会議の刊行物

　図書館と会議刊行物

当館所蔵の会議島

本目録について

収録範囲

田中　隆子　　古谷　雄L　　山口　義一・

小山　香津　　菅原　蔦子　　三上山生子

　資料ρ時間的並びに形態上の範囲

主題分顛上，科学弓術の範囲をど

こまでとしたか

　2　編集技術上め問題点

　．（1）目録の構成・

　　（2）、分類とコントロール記号

　　（3）記入の形式

IV　今後にそなえて

　1　本自録の追加分の維持について一「

　現状と三三

　2　和書の会議録　・

v類書，書誌
　1　会議の目録

　2　会議録の目録

　はじめに

　会議録：の目録塗作ろうと話し合ってから，でき上るまでに（昭和47隼2，月29日

発行）約3年半の年月を要した。改めてN・作業ノートミをひろげてみるとノ．．一．．ト

g）初めに「43．10．26．作成」と書かれている。しかし，こりノートを初めて書

きおろした人は・もう2年も前に他部へ異動してV｝る∴最終段階でこれに従事じし

ていた人々は次のとおりである。古谷，山口，小山，菅原，三上，・田中の6名で

あるが・このメンバーに到るまでに，相当の人事異動のあったこと（初めからこ

れに携わっていたものは油田以外｝tk－kもいない）は，このよう媚録作製の「

上で・非常に困る点である。今でき上った目録を手にして，長かった3年半をふ

り返？てみるピいろいろの騰を克月艮して，＊がりなりにも実務に役立っ騰

が完成したことを喜ぶとともに，今後この目録め補遺をttのように維持してゆく

⑳噺た嫌題をになったこと賭えなければならない「 i本学以陶追力口分に
ついてIV－1を参照）。

ミ瞼を作ろう・。’．　2：いう発想三三に1ま，・必要にせまられて。という実繍・
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ある。近年における研究会議の会議録の利用は，いちじるしい（1＝一1参照）。』日

常のレファレンス業務の中にも利用者の会議録を求める要求が増加しているのは

当然である。しかし，この会議録は，個人（または機関）’ n？著述になる普通の図

書とは違って，当館ゐ公開目録では，なかなか見出すことができない。即ち，は

っきりした著者名も書名もないし，利用者の側でも，明確な会議名や・主催団体

名を記憶しているとは限らない。目録法上の如何に正確な目録がっくられている

としても，利用者に≒つては（利用者でなくても職員でも）・なかなか検索でき

ないのが現状である。それで・種：々な角度から検索のできる目録を作ろう’という

のが，実務担当者の発想である。レファレンス担当が組織的にこれに取組んだの

は前記の43年10月からであるが，それ以前に個人的にレファレ7スのッTル≒し、

て，会議録のカードが集められていたσこれをもと，にして，世界でもあまp類を

見ないこの難作業に取組むことができたごとにっ．いて，個人的にカード集めをし

、ておられた方の先見の明に改めて敬意を表したい。すなわち，このカードが火種

となって，今日の目録ができ上ったのである。、

　目録作製にあたって，いくつかの困難な問題にぶつかった。その主なるものは

　①　収録をどのようにするか

　②　整理部作製の目録力’ドをどのように手入れして利用するか

などである．’これらについては・後の軟くilしく髄す命今後糧な

目録編さんの際の参考になれば幸である。　　・　「

　以下はこの作業に直接従事した凹々が，それぞれ分担して執筆したものである

が，全体の構想については数度の打合せを異な？ているの℃，共同研究というこ

．とになるであうう。内容は，編さん上の問題点を回心に∴会議（会議録）の意，

義，会議（会議録）の書誌，旧号刊行後の措置など・会議録についての手引とな

るものである。

　なお1本目録に収録した約120ダイトルのロシヤ語‡献については・非常勤職

員石田喜与司氏ゐ大きな援助によるものであることを付記しておく。　．（田中）

1．、会議録とはなにか」 @』tt　　・　　、　、㌔．　一・　　　　　、

　1．会議の考察　．　　　　　　　　．　・、

．科学技術湾報の流通問題は国内的に・あるいは国際的に論議されている。伝統

的な伝達手段は，大学，あるいは研究所の研究者の論文が大学紀要・学会誌・研

究所鮪といった歌論の媒体面表，され洞輝のイ醐に報知される方法で

ある。　　　　　　　’，　　　　　　”　　『
今日0・a1・C・mmdni・a・i・・と，して顛視されている伝達手段にミ会議・カ”一ある・
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これは何かを決あるものでなく。講演が主体℃，その後質疑応答があり，一方通行

ではない。．

　昭和43年にわが国の物理学・化学関係，昭和45年に生物・農学関係の研究者の

情報源に関する科学技術庁の調査が行なわれた。また同様の調査が英国において

も行なわれでいるのでその一部を示すく表1＞。

　これらの表から，・ra1な伝達手段は，科学者の情報源として重要な役割をもっ

ているということがわかる。歴史的に，・このようなoral伝達手段のパターンを

考察するには，ヨーロッパにおいてはユ7世紀にさかのぼる必要がある。，

　最近め会議は，学協会のような組織が主催する年会などから，，ミ原子力平和利

用会議ミのように，世界中から数キ人の参加者が出席する国際会議にまでおよん

でいる。そしそ，これらの会議から，一般的に知られている講演予稿集（Pre－

prints）や会議録（Pr・ceedings）が刊行される。

　2・　会議の刊行物

　（1）会議開始前に刊行される資料

　会議のプログラム，プレプリントなどがこれに相当するであろう．。一番重要な

ものは，プレプリントであって，それはFull　Text，抄録，などの形をとり，会

議に関係する人のみに配布され，図書館などでは入手しがたい。勿論文献として

永久的価値をもたせることは意図していないようであ駄さらに・このPrepripts

は他の文献に引用されるごとがあり1図書館員は，これについて請求をうけるこ

とがある。．

　（2）会議の聞で刊行される資料

　開会，閉会の辞，出席者のリスト，決議文のテキストなどで，．実際に出席した

人以外は得ることはむずかしい。

　（3）会議の後で刊行される資料　　．　　　　　　r　　　　　、　・

　これは，丁般的に会議録あるいはProceedingsとして知られ，提出されたPap6rs

を含んでいて，時折は，議事録，討論，決議文などを含むこともある。

　　（i）’図書形態で刊行されるもの

　　図書形態で刊行されるものは，普通，会議．O主催団体から出版されるのが普

　通のようである。　　　　一　　　　　　　、

　　（ii）雑誌形態で刊行されるもの。

　　　（a）雑誌の一部をさいて，刊行されるもの。

　　　（b）雑誌の特集号，あるいはサブリ：メントの形で刊行されるもの。

　　　（c）雑誌のような刊行形式で，刊行されるもの。

に分けられるのではなかろうか。
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3．　図書館と会議刊行物

我々がユーザーの要求によって，会議録を調査した結果見あたらない場合がし

ばしばある。この理由として （1）買わない

（2）発行されでいない

（3）発行がおくれている

（4）発注する場所が不明

（1）については，ここでは問題外であるが，（2），（3））1（4）については，問題点になる。

しかし，前述したように，プレプリントの他の文献への引用は妨げられていない

から・当然図書館への要求はあるはずである。会議刊行物に関する古典的研究に、

よれ1ず・アメリカにお！ナる4つの今議で・383のPap6rsが発表され・そのうち

48．5％は刊行されていないこ「とが報告されている6

　日本化学会の例をどるな5ば，1969年の日本化学会第22年会の講演数は2，558

件であり；こμに化学会主催の討論今を）pえる≒4，834件に達する。1969年発行

の年率誌の論文数は1，770件である。．故に36％々機関誌に掲載され，他の64％峠

どこかに消えているdl即ちプレプリシトが著者なり，なんらかの方法で得られな

い場合には，半分の論文が紛失ずることになる。’

　発行のおくれは，普通には，会議の開催後1年間ぐらいで，’全部刊行されるよ

うである。しかし，’それ以上おくれることもある。

　いずれにしても，．多くの二次資料には抄録されているので利用は増すであろ
う。

　また図書鮪員にとって・目録作業が大きな問題点になる・即ち・今議録の検索

手段としては，会議名，主催団体，開催年月日一開催地などが考えられる。しか

し，会議録の，1ay・utについては，完全に満足してないものがある。この1ay。ut

について規定した規格がある。これはB・itish　Standa・d　4446；1969であり，会

議，会議録などの用語の定義もしている．。、

参考文献

Unes’cQ　Bulletin　for　Libraries

Ibid．

学術　月　報

　　　ノノ

’British　Standard　444，6；　1969

化学情報　日本化学会、1971．p

i6　（3）　113．・一一126　（1962）　’

16　（・4）　166’v176　（1962）

，16　（4］　38t一・・48　（1963）

16　（7）　38一一48　（1963）

　　　　　　　　　　　　　．’24．

Sciende　and　Technology；・an　ihtrodubtion　to　the　lite，r，　ature，　Clive－Bingley，

’Lon40n．1969，　P：1517162．　　　　　’、、噛』　　　　　　　　．（山口）
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　　　　　　　蜘〉情翻の利用状況に関する7’ンケート

1．　わが国における調査例

　（a）個々の仕事に必要な情報を得るために最も重要な情報源

（b）欄・関謝る織をつ斜線く保つため撮二型麟源
　　　　（淘　数字は全回答者数に対する百分越である

　　　　　　　　　ヨ
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2．イギリスにおける調査例

　　　　　　英国科学政策諮問委員会　1963～1♀64年

　（1）最も有用な情報源

∫瞬瞳険

化「 学

田
報

特
情

：々．レント

ァウァ
　　ネス

物　理　学

定
報

弓
馬

カレント
ァウァ
　　ネス

特 劃　・ 1 o o

政府リ X集定）1・ o 1 1

産業リ

ｹ）1・ 1 1 －
⊥
，

’抄　・／ 録16 5 3 4

個人接制、4 3 5 4

・会 議i1 5 2 6

展 望】3 7 2 6

出版される原論文 6 4 6 4

図書館／情報部門 4 3 ’5 3

ハンドブック 3， 0
／

3 o

そ の　　他 0 o 0
「

．o

3．化学者，物理学者，生物学者の文献検索法（英国）・

　　（J．　Martyn：Llterature　Searchingi・by’　Re．seargh

　　　Dep．　1964）　．　，　．．．

　表中に用いられている数字

　は下記のパーセンテージの

　範囲を示す。

　　　o　＝＝　1・N　so／．

　　　1　＝r　6N　150／0

　　　2　＝　16　．v　250／0

　　　3　　＝　26　k，　350／0

　　　4　＝　36　・一，450／0

　　　5　＝＝　46　一v　550／0

　　　6　，＝＝　56　・一　650／o　，

　　　7　＝　66　一一　750／0

　　　8，＝＝　76　N　850／0

　　　9＝86％以上

．Scientist，　Aslib　Research

ｶ　　献　　検　　索　　法
百 分

率
．

同じ分野の他の研究者との会話による

化学者物酵剖生物竺
　．52　｝　・　69　i　’72

同じ分野Q他の研究老との文通による’ 18 32 95

関連論文中の引用文献の追跡 83 79 ，84’

雑誌（抄録誌をふくむ）の主題別または著者
別索引を利用

71 47 61

新しい論文を読んで進歩を追いかける 79 75 78

自分のつく？た索引の利用 52 38 58
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文　　献　　検　　索　　法

図書館の索引カードの利用

図書係または情報調査係に聞く

その主題についての溢血目録の利用・

所属機関から国際的に配布される報告書を参
考にする

標準の教科書や単行本の利用

三階報命こもとついて，他の耕究者から非公

開または未公開の資料を入手しようとつとめ
る

百 分
率
．

化学者

8

12

’18

22

58

17

物理学者

9

8

9

7・

42

・
14

生物学者

12

3

23

8

41

21

　　科学輝術研究者等の情報利用の実懲に関する基礁調査・科学技彿調査・．科学技巧庁計画

　　局「〔60〕114（1968）

　　　　　　　セ
■，当館所蔵の会議録　一　　　　　　　㌧

　当鮪では，さまざまな形態，内容の資料を所蔵しているわけであるが，・ここで

は科学技術およびその関連菊野に関する欧文の会議録について・当館の資料取扱

いの形態別に例示する・資料を・便宜上・（1）図書・（2）雑誌・（3）技術リポート（これ，

．t狽ﾍ三隅の区別でゆ・が），（4・）小冊とわけて考えよう．『　i

（1）図・．書

　　ASME，D・・igh　Eng・・d・・ing’・C・nf・・；・・ce・N・ω聯エ96Z．

　　・t　A・　P・ρd・・㌻．d・・igh　th・・Ugh　th…ngtneering・n・ly・i・・’・f　it・end　u・e；、

　　　・n　apP・oach　and哀1ca昌e　histo「y・・Ne宙Yo「kξ1967］51　’P・、illus，26　9m・

　　　Sp・ns・red・・by　th・D・・ign　Englneering　Divi・iqn・（DH358－P

膿臓1臨藁）誓湯岬・・などを付したいわゆる繊

（2）雑　　誌

・J・urna1・f　h・at　t「ansfe「てT 撃°怐Eact’Ons・f　the’　ASME）vo！・　91，　S・鵡辱。・’9・

　　　Augr，1969・｛ZS3－H312）　・．’

濫㎜鱒e聯㈱翻n脚㎞’・rnpu1”　By　R’　E●「恥珊謝

（3）　一1

Z術リポート

　（賢料形態とレて1ち三洋子，，マイクロフィッシュ，マイクnフィルム等内容

．的に Q協会・PB　’e・AD・「航空宇宙1原子御ポート鱒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一25一＝

　　　　　　　　、



　ASME　p・P・でN・・68－WA／HT“2・

　　Free　c・nvectiv・fi・W　p・ttern・in・ylindri・a1・nnuli．　By’R・E・P・we　and

　others．　　　、　　　’v　　　　　　　　　　　　　＼

（2）ジ（3）とも，　　　　’　、　　　　　　　・　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セフ　　コ　、Winter　Annual　Meeting，　New　York，　N．．Y．　Dec．1－5，19680f　the　Amerlcan「

　　Society　of　Mechanical　Engineers．

の会議録であうが，（3）は純然たるプレプリシト，（2）・はそれを基にディスカツセヨ

ンが付せられた，いわゆる会議録である。

＊た・書誌（ことではN“gl・ar1@S・i・・ce　Ab…a…）◎ある蟻壁嘲とPて・

次のようなもめがある。

　Conf－650919－2　Automated　analy＄is　for　th6　characteriZation　of　heaVy・water

　　m・d・i’・…’・R・H・　．G・ddy・・965・2ゆ・・（NSA　v・．．　19・11965・Abst「a6t・

　　no．19－40406）　　　　　　、　　　　　・　　　　　　　　　　　＼

（4）小冊子

　・Proceedings　of．　the　Regional　Seminar　on　・Energy　Resources．　and　Electric

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　　Power　Development，　441　p．1（：E／CN．11／598）．

　小冊子の一例どして，掴連資料をあげたが，その他の外国官庁刊行物にも会

議録が入っている。たとえば　　　　」　　』　　　　　「　「，

．N・ti・n・1　B・f・au・f　St・nd・・d・．’M・dern・“oend・in琶・ti・・ti・n・n・ly・i＄，　P・・一

　　ceeding・6f　lg681ntem艮tiQ耳・！C・nf…，・hce　h・1Pl・t　N・ti・P・1’1　But’・au　Qf

　　S・・nda・d・・G・ither・by・9・．Mq・，9・t・7－11・1968・tt　、　　’

の様なものである。ただし，’こめ資料は，n・ndep・sitの‘ 烽ﾌなので当館では，マ

イク・プリ、ハで三つ旧臣・．　　・一tt：t．tノ，

．さて・上卿嘩例は・どの様な基準1こ1 ﾌたカ・ということであるが・勿論当

館所灘料のうち吟議恥全て婦るわけに即か㌣ので讃料を当食込にお

ける次の基準によって限定した。

ユ・『「和灘・轄拠1の区分た関鍋鯛により・轄扱いの初に限一
Zc。和漢書扱v＞の会醸録についそはlvで取扱5・ζと・及びわれわれの編集した本．

目録は1「欧文」．であることがその理由である。’

　2L・「図書館資料の取振区分及び登録基準」．「書庫内においで別記治する．逐次

・刊行物どして取り扱う資料の：範囲について」により・第一種甲図書・（通常の単行’

書継続も碗含む）．及び三三雛誌1マイ1ク墳粍岬子など∵ただし新
、聞ほ除く）』とレた。

　3．．．「本館において使用すう目録規則；菊類表及び件名標目表に関する件」！こ

1より，当館が欧文資料に？．いて使用する．分類表（DCと，国立国会図書館分類三

一一一＝　26　一’
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後者は以下，NDL分類と略称）『にもとづき，科学技術及びその関連分野とす

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（古谷）

：皿　本目録について

　L収録範囲　　・　　 　　　　　　　1

　本目録の収録範囲として，次のようなととが考えられよう。

（1）資料の時間的並びに形態上の範囲。　　、　　　r

　（i）昭和何年から何年までか。

　（ii）図書扱いのもめか。それ以外（定期刊行物，技術リポート等）のものか。

　（iii｝和書か洋書か。

　囲　どういうものを会議録とし迄か。

（2）主題分類上・科学技術の三囲をεこまでとしたか。』

　これらを逐次説明してゆくが，最初に本目録の収録範囲を全般的にのべておく。

　「本目録の収録範囲は，当館が昭和23年（1948年）から昭和44年（1969年）ま

での22年間に受け入れた図書扱い洋書のうち，科学技術関係の研究会議録（c・n－

ferenge　proceedings）である。」

　（1）資料め時間的並びに形態上の範囲。

　（i）収録期間。　’期間を略和23年から44年までにしたのは，旧帝国図書館が国

立国会図書館になって以来，可能なかぎり最近9）も9まで腺録するということ

で，またこの期間は利用要求が最も多y・かちでもある。なお，．将来の問題として．

45年以降も考えられる。

　〔ii）図書扱いかどうか。

　図書扱いのものに限った。これはVにおいてのべるように，図書扱いのもの以

外については，その検索方法もあるし，また，それらを全部入れるということは，’

事実上不可熊である・そしてなにより．も図書扱いのもの㊧検索は・技術的になか．

なか困難であるのが・その理由である6では当館でV㌧ラ図書扱いとは）何かとい

うと，刊行回数の面から言えば，逐次刊行物でないものを言う。ここで当館でい

う逐次刊行物（Z扱い）とは「書庫内において別排架チる逐次刊行物として取り

扱う資料の範囲について」により，資料の内容が特定図書の追録であるもρ及び

要覧¢）類を除き，雑誌（紀要類を含む）新聞の類ジそめ他の発行回勢が日刊，，週

刊，、旬刊，半月刊，月刊，隔月刊，季刊及びこれに準ずるものと規定していう。

したがって，半年刊以上のものは当館では図書扱いとしていう。当館では，内容

（形式）炉優先するので・．たどえ刊行頻度が半年刊以上であっても・雑誌・紀要

の類であればZ扱いとしている。不定期刊についても同様である。また，資料形

一27一



態からいえば，’「図書館資料の整理区分に関する件」’により国連資料，．新聞雑誌・

類・科学技術リポート参どを図書扱い以外としている。勿論前述したとおり・図

，＝書扱い以外のもの（国連資料，新聞雑誌類，科学技術リポート等）にも科学技術

’関係の会議録が入？ているわ．けであるが，これらの検索手毅にpいてはV．会議、

の書誌類・の項でのべる6ただこ．ζで注意しなサればならないのは，国連資料に

おける整理区分の変更である。’たとえば，

　　International　Conference　on　the　Peaceful　trses　of　Atomic　Eneugy，　Genewa，．

　．一1955．Proceedings．　New　York，　United　Nations，ユ955－58，　17　v．　（541．2一

　　’161p）　’　’　．　’　・　．　・，　．’　．．　x．

の様な会議録は・三二図書撞いであったたあ・本目録に収録し準が・、1964年から

の整理分については・整理区分を肇更．し・国運資料は全て，A／CgNF・15／15．の．，

如き・D・・um・n傾・・で鯉するこeになった6従って・964年以降に受入られた

国連資料の会議録は，本目録には収録されていないので，’ごれについてはr国立

・国会図＝書館所蔵国際連盟「・国際連合刊行資料目録』を利用するζとになる．

　（iii）．和書冷洋書か。．当面1利用の多い洋書に限った。1とこでいう洋書’とは、

「「和漢書，洋書扱いの区分に関す’る件」による。和書についても，将来考慮の要

があろ5・これにつY’ては・理訴律にそなえての項でρべる・

　働　どういうものを会議録としたか。　本目録において，科学技術関係会議録

、・ ﾆは，始めに定義したごとく，研究会議録である。．したが6て，次の例の様な議’

会における科学技術関係の議事録ほ含まれない。

　　U．　S．　President，　’19，45一　（Ttztmanj．　Synthetic　rubber；　i”ecommendations　’of

　　thr　P「eside叫［Washi典帥on・∫P・’S・　G’・vt・P・int・Off・］！9．50．‘賢・n・mヰt・d

　　to　the　Congress　togethgr　with　a　repdrt　on，mqinte4qpg．e．　of　the　Synthetic

　　　rubber　industry’in　the　United　States　and　disposal　of　GoVernment－owned

　　　synthet．ic．’rubber．　facilities　from　・the　assistant　to　．　the　’President，”　（678T

　　Up93s）

　、次に通常会議録という場合，ある主題についてのプレプリントが配られ，’それ

』に基づいて？．．意見発表・質疑討論をし・・会議としてめ結論をだすどいう形式の議

事録を考え喬が，我々はここでな会議録という意味を広く解釈し，単に議事録の1

麺なく・そ影響に関連する＋切確料を飾ことにした・し輔って1たと

えばあ、る会議のプレプ功ントだけであるとか・または記念講演集などの様なもの

をも収録するこζにセた・また・内容に掛ても・単に技祉の研究会議駒み

でなく，次例の如き科学技術政策上の会議録をも収録した。

　　Organization　for　Ecolnomle・Cooperatiop，　and　D6velopment．　Ministeria／’

　　t7Ufeeting　on　Scilence．　Mlnigters　talk　about　sc，ience；．a－summary　and．reYiew

　　　　　　　　　　　　　　　　1一　28　h＝一，



　　　　of　the伽st．Ministerial　Meeting　on　Science，　October，1963．　［Paris］19650

　　　　（506．3－068m）’・・　　1、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　以上の様な原則の上で，収集を行なつ’た。まず選書段階（当館では整理済の図書

　　を書庫に排架する前に，参考書押部職員等が見て，参考図書にするか書庫に入れ

’　1るかきめる。これを選書と言づている〉たおいて目録カード上，及び内容からみ』

　　てConference　proceedingsであるものは全てカー．ドを収集し・・徐刻それについ

　　て更に検討し，収録すべきかどうか決定した。昭和23年までの過去にさかのぼる

　　分にf）いては，整理部の書架目録中，科学技術関係の≒ころから・当該力「ドを

　．タイプにより複製し．た。　　　　　　・　　’馳　．』■　　　　　　．　一

　　　．さて，このようにして，無条件に会議録として採用したもρは・次めとおりで

　　ある。

　　’（・）．標目に・・nf・・ence，・ymp・・i・m，・・ng・e・S，　e・11・q・iUml・・n・・nti・n・・emin・・，1

　　workshop，　institute，　general　assembLy，　round牟able，　clinic，　teach－in，　summer　schogi

　　（cf．　BS．4446）開催地，．開催年なとの記述のあるも．の。　　　1．t　　　l

　　　（b）標目は個旧名i団体名四であるが，書名中に会議録或いはその一部である

　　ことを示す記述のあるもの。　　　　、、

　　　（c）標目・書名共会議録で回るような記述は塗ヤ、が・叢書注記・一般準記など

　　にその旨の記述があるもの。　　』　　　　∫　　’

　　　（d璃一端には・蟻撫るEe述がないが・内容か点て三諦と、して扱う

　．べきもの。．’　層　’　　、

　　　以上の罪なものについては問題はない魁前述した会議録とは何か≧いう原則

　　から・多少聞頓し斥の結縣用・梅用・をぎめ煙のは歌のようなもの、

　　であ6た。以下）．例を示す。・　『．　　　　　’　、　・

　　　（・）会議録中の一部を集めて図書としたものは収録する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i〆　　　Engineers　Jo．int　Council・

　　　・S・lect・d　p・perr　f・・m　th・nu61ea・engineering・nd．・ci・nce　c…9・e…ユ・t一

　　　ユlg55－　New　Ybj”1〈，：London，　Symposium　Publications　Division，　Pergamon

　　　．P・b・・．・‘』一「　　　　　　「　「・t／・（621・48－E57・）

　　　（b）野望録？抄録信収録する・’ttt．　　　「．　．即

　　　．Conference　on　Tube　Techniques．8th，　New，　Yo7－k　Cかむ，．1966．

　　　　P・・9・am・nd・’・abstr・・t・．　Sp・n…ed　by耶E　G・dup・n　Elect・・n　D・vice・・

　　　　［n．．P．1967？ユ、．　・・　　’』tt　　　　・・（ND357‘1）
　　　　　　　　　　　　　　　ン　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

　　　（c）ある会議の目的，内容その他関連するinformati・nを記したInformati・n

　　BUIIetinほ取録する。　　　・．「’1∫　　　　ご　、　tt

　　　　　　・　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　29．1一一、’・



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し、　　　　　　　F

　　　　Vnite．d　Nations・　C6nfe’rence　oh　New　sources’6f　．Energy．’1　’，　，’一”

　　　　　　United，　Nations　Conferen．ce’04　Ngw　Source，s　pf　Energy，’italy，　2i－23，

Au喧ｦr1∵岬t’1岬e∵WY6「脚ed　Nat’？驚鵬18u）

’し鰭騨轡め∵U間門画鯛’綱1悶
1臨．諮膿警t’即er’91・．℃g吻卿∵雌ダ肱
i，：7：．｝．yfiicai，．ggnFta？ts，’gE　／？，ygiaocgrPgRs，’　boiiipg　bg’giY，　950］T‘　．（llll，ilS－d．eLP，wa・

〆（n鞭磁皇ご臨醗C鷺謙こ．・一11：一　・　　一

　　　，’　P，reprints　’of　p，　．apers，　New’York，一Ll．　Winner．　・　”　’　’，’　’，　．．　（’］X（［i31：27）’
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は昭和43年4月から，和書は44年1，月からNDL分類に切りかえられた。それま

では洋書はDC14版である。本目録の収録期間は，昭和23～44年であるから当

然，・DCとNDL分類の両方が入っている。今後ほ和洋共NDL分類が原則であ

るから，単行書についてはNDL分類一本ということになるが，継続物について

は，源則として1971年版からNDL分類に切りかえる。そのうちendlessのもの

はカードを更新し，カ’一ド面にはNDLとDCとの分類記号を併記レ，既にDC

で分類した分については，凍結することになった6．NDL分類切りかえ以前から

の継続物で，将来終期が予測されるものは，DCまたはNDL分類記号のいずれ

かで継続している。　　』　　　．　　コー　　．．　’
　さて，本目録本文の分類構成は，DCを基本にした分類体系の中にNDL分類

記号を組み入れている。その理由は，後述する様に収録範囲を単に分類記号の面

からのみでなく，内容面からとらえていること，及び収録資料の大多数がDC分

類であることである。その体系表については；2編集技術上の問題点り項に詳述・

する。まず，DCで分類されたもののう・ちで，科学技術の収録範囲をどこまでと

したかについてめべよう。勿論DC　500　Pure　Sci6nc．e；　600　APPIied　Scienceが二三

科学技術の領域であるが，問題は5門・6門でも，内容的に科学技術の会議録と

は認めら・れないもめ，及び他の領域にまたがる隣接分野をどうするがということ

である。たとえば，658Business　Managementは，通常の事務管理と科学技術関

係のBusiness　Manegemehtとがあるが・我々偉こPtを厳密に区別・y・収録は後

者に限ったが如きである（分類表参照のこと）。一こ「の問題は，NDL分類のものにつ

いでも，全く同様である。

　また・分類上は科学技術に入らないが・内容的にみ鴎・考慮し重ければならな

い隣接領域は，DCでは次の檬なものであろう。

　情報処理010，0エ61025，164，410

　産業一般　311，338，385，『355，387，388，606．2，606．3，389

　建i設工学　711，721、

　医学・薬学－301．ユ58

　その他の工学771，778

NDL分類では歌のよ独もの飾頻・
　情報処理　DH271，　UL41

　経営管理　DH358，　DH2111

　地球科学’GJ　14！，　GJ91，　H35，・G81　　．・　、

　衛生工学・AU541，　DC961，　EG281，　EG285

　航空工学　DK211

　　　　　　　　　　　　　　　　　H－r　31　一



’原子力工学　D：L211　　　、．　　／c・．

　建設工学　KA351

　上記のものについては，科学技術と密接に関連するところであり，内容を充分

検討して，これを収録することにした。

甑今後灘でP・・ceeding6のカードを収集する場合に，　NDL簿M5
（科学技術）以外で，常に留意Pなければならない科学技術関連分野について，

45年9月12日分類課と協議したところ，次のような個所であった。

　〔M～S以外で，科学技術と関連ある部門〕　　・　　　　　　；

A　攻治・法律・行政『

　172公海及びその上空，大陸棚（国際法）
　　1
　．174　航空法及び宇宙法　　　　．

　354　消防・防災（行政・行政法）tt

　411経済産業法

　451建；設（経済産業法）」
　　1
　463　工業所有権（経済産業法）

　471運輸法　　　　tt　　　、・

　491通信法

　528　安全・衛生（社会法）

　561　公衆衛生（社会法）

D　経済・「産業

DCgll　t／2921El　’，　2

』認271薮秦響細塵垂事聾理）

　DM181農産物　　　’　　　　　　f

　　　411畜産業

　　，511林業・林業経済

　　’6・・水麟　　・＿t、一t　l　t一・　　、．
E社今・労働、

EG211医療・公衆衛生
　　2蕊三篶』、　ノt’　・’・

　E匹171、・安全・衛生・栄働災害（労働条件）

　　　　　　　　　　　　　　　　一32一



　　U　学術「椴・．ジャーサリズム・図書館・二品

　　　UA　　　学術一般

　　　U’L31　ドキュメンテーション

　　　　　311　専門図書館（図書館史、・事情）

　　　　　341情報センター（二品館史・事情）．，

　　　　　・641件名標目（岐書・整理）一　．　　　、

　　　　　642　件名標目表

　　　　　649　シソーラス

　　，r、　Y　YP　大型本

　　　1YΩ横長本
　　　以上要するに・、分類上の収録範囲は，DC5～6門，　ND－L分類M～Sを基軸

　　1『，それと内容的に関連する分野ということになる。

　　　次に問題になるのはジ同じ内容のものでありながら1分類の不統一ということ

　　、である・たと1えば∴アメリカの湖沼の頗醐防止会議録など，C。。f。，。n、ein

，∴∵the　Matte「・f　P・11・ti…fL・k・E・i……、等のようなもので・内容的，時間的なず．

　　れから・DC轡628・・6・S・ni…yh・inee・i・gであり，　NDL分類では，　A、

　　政治，法律，行政報告，行政，EG：公害（公害対策）字NA：都市工学（技術

　　的），など紛灘れ回・る槻在1ま，・e・i6s物姻A2・7都市工学，雛工学に

諮れている）・分類の統一は∴なP“な引治あり諒た内容的に粉面違いが
癬、生じても当勲ものがあるが・そうv・　5，ものを別にして・このような例もも練

lll驚諜眠目讐灘葉蓬窪驚ρ錨撫黙襲議
　　る。また分類の相違によ6取めこぼしを避けるだめ，今後の選書において，前述

したとおり・科学技術との関連分野に常に留意しているわけである。

2．編集技術上の問題点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rf（1）目録の構成

本目録の構成を・どのようにするかは，重要な点である6

会議録の書誌として，既刊のものに，次の二種がある。

International　congresses　and　eon・ferences，，　1840－1937．．

　　Reprint　Corp．，　1938．

Yea・b・・k・f　intern・ti・n・ゴ・・ng・’ess　p・・Ce・ding・．’1960L1967．

　，Union　df　lpternational　Assoeia’tiops，　1969．

（古谷）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　New　York，　Kraus

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（A）（請求記号UA51－1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Brussel／s，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（B）（請求記号』UA1－2）

　両方とも国際会議の書誌で，（A）は，米国の図書館で所蔵する資料の総合目録，

（鴫会識曙誌である・鱒・会議名・［）ABC順棚で・索引はな・・．碗

　　　　　　　　　　　　　　　　一33一



会議開催年月目の年代順排列を採用しており，導引として，機関名のABc順，

著者・編者のAβC順，主題キニワードのABC順排列の三つの索引を付してい
る。ちなみに，後述（v）の書誌のうち，会議のaenは，ほとんど欄催朝日ll頂1

排列を採用している、こわらを参考にして・本目録につい℃は・本文を標目のA

BC順排列と分類別排列φ事案があったが，標目（後述皿一2一（3））には・種々の形

式があり7．必ずしも会議名ではないみで，分類別を採用することにした。ζの点

は，．今後の利用状況を考慮にいれだ上で・再検討する必要炉あろう。

　もし標目のABC順排列を，本文に採用するならば，後に付けた主催団体名・

会議名の索引は，かすべて本文に一連のABC順俳震り中に組入れて・標目として

採用されてい漆いものは，参照とする。従って，索引としては，年月日順・分類

（或はキーワごド）を付することとなろう。

　以上のような次第で，本文を分類別排列とし；開催年月日・会議名・．開催団体

名，書名（叢書名，リポニト番号を含む）の四種類の索引を付し左。

　なお，本文の収録標目数は，．3，03β件であるが，年次会議のように・一標目に

数件の会頭給むものがある、ので・会議即収鮒数は約3・900件である・

　（2）分類とコント・ロL・一i一・ル記号　　　　　　、

　以上のよう壕異心で，本文は分類別排列どし左が，ど。，ような分類体系にする

かについての一番の問題点は，旧分類新分類の二通りの取扱いであった。’ Sく
二本建で，それぞれの分類記号順の排列という案も考えられたが，、利用者にとっ

て，あまりた不親切であろうと一いう観点から，’これについては，前記（皿一1一（2））

に述べ準とおりの取扱いをし牟。すなわちヂ旧分類のDCをもとに・部分的に新

分類のNDL分類記号を加味して，’32項目を選定し，大体DCに準じた排列の独’

自OP分類表を作？た（＜表2＞参照〉・

　次に，慎重な措置を要した点を，若干例示する。公害に関するものは・NDL

分類では，A（政治）IEG碓会学），　M’（科学技術阿寒，　NA画面工学）

などに，それぞれ㊧文献の内容により分散レている。’これらを，PCの628（Sa－

nitary　Engilieelring）に一括し，本分類表め項自どした。また，　N　D：L分類の化学

分野（PA）は歩化学一般，．理論化学，分析化学・無機化学・有機化学・｛ヒ学工

業などに大別し，各々の収録件数と見あわぜながら，最終的に化学一般，理論化

学，無機化学・有機化学6分析化学に分類し，P・A151－185（化学工学・高圧化’

飾縫），PA235二244（無事化学主催係）・ノPA36・一55・、（石油イヒ学工蕪一

く表・〉参fi・）は・r括して化学工業とした・なお・ND制辞記号と本分類表と

の蘇一覧期してあるが，これは，添目鎌・収録した文献のみを対象にして・

実報酬作ったものであるかち，幽一般的な対照黍ではない。’
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，

＜表2＞ 1「分類表」ゆ。分類諺の対t／，e．一回

分 類 表．

　ノ
蘇処型n・・rm・・i・加・・ρ…ing

産業一『．般lndus面es

経営管理Bμsiness・nianagehlent

騰譲P“・e頭；・

数 学Ma地ematics

．天．ｶ． O春S七rOHomy

物’理学PhysiCS

．原子物理学Nuc’
撃?＝E’ o魎・・

化．学．一般C4・mi・t・ying・一1．

．聯イ畔『丁台eti・al・h・mis・・y

無機化学．■．1horganic　ehemis面y，

有機化学lOrganic　Chemistry，
．分析化学　ApalytiCal　ii℃hemiS迄ry

鉱物化学・Chgrnical　mineralogyr
結晶学　　　　　　，Crystallograp／h，　y．

．地球科学E・・th・ρi・n・さ・

生物科学Bi・1・gi・a1・c画亡・・．

Dρ分類記号

該当記号

010T164，410

311－388

一　607L60s・1

651丁658．

備
． 考

657　（book
keeping，　ac一

’1．C　O．　“Ut．S　），’　．658r

8（selling）　は
収録．しない

5Ql－509

510－519

520－526，

530“s3s

539－539．　7
　　　　　’541．　2

s40

541・
’（5412は．除
く）

5’42－54’ V
．

，s48－s49

’　．550－563

572－578

植物．．学Botany・

動物学Zoology

llli81ESgi・．ss6：ssi

騨辮隈臨諮llli臨
三三徽瀦嘉評ec圃…．a4d

、各勧三三恥b・・6・ial＄

管’理工学・n・U・t・i・1．．6ngin6eri吋

・590－599．　’

610：619

’620．　1－620．　11

620i　12＝62Q．，19

6201．　／2L620．　7g

54L2
（atomic
thepty）

はFaぺ

r

録
、
．
数

．
旋
回
21

12

50

76・

・145

64，

23Q

．166

15’

105

98一

’21

・12Q’

199

56

2g・

244

96

98

，17

コント．

ローノレ

記　号’

AO

BO
’x

iB　a，　一

Co

DO
’E　O，

Fo’

F’a

GO

’Ga

一G　・b

Gc

HO
JO

’J’

@a

」・b

・KO

LQ

La

MO

一35一
．（三三く）．．

き



．分 類 ’表

一

L DC分類記号

機械工学Mechanlcal　epgmee「mg

電気工学Elec㌻ricar　engln¢er1耳9

建設工学StruCtural　engin．eering．

　　　　　　　　　　r
衛生工学Sani㌻ary　englneerM9

肺空工学、今erOn・qUtie’al　englnee「lng・

原子力工学．Nuclegr　englneering・

その他の工Othe．r’brancheS　of　engineer‘

学　．・　ing「

農『栂k産A9・i・ultu・al　sci・nl・eS，

・生活科学DohmeStic　science

イ1古謡8翻器織溜瓢．

金属始金M・t・1・，M・tqllq・gy

製造工業（）ther　manufactUres　．

該当記号

621－621．　9，

681　，，

621．　3

624－627，・

690－72ユ

’628

629．　1

621．・　48

備　老

622－623，　629，’

771，　778，，315

’630－639

640二649．

660－668

陣、

671－678

1

三一コント

件数

’88

157

io4

71

178

一77

36

90

15

t60

138

ロリノレ「

記　号

，g　11
．1計 3，　035

Ma
Mb

翫
繭

M’e

M　f’

Mg

NO
p－o

RO

㎞
薦

．＜表3＞ Nb三三記号と、「分鞍」・の該当項目との対照横

N　　D　　L　　分　，類
　「分類表」め．

’該当項’目
一
号

ト
記

ン
ル

ー
コ
一

（政　　治）

AU　541　・ レノリカ錬国の厚生 陣生工学 lM竺

、（経済・産業）「

DIC　961・

DH　211

DH　27ユ

D’g　3581

DK　211
DL　211，

水

経営管理

事務管理

設計管理・技術管理

’航空運送

原子力

r

衛生工学

経営管理

情報処理

経営管理

航空工学

原子力土学

Md
Ba
AO
Ba
M　，e

Mf・
（次回に続く）

r36一



N　　　D L　　分　　類 f分類表」の
・該当項目

コントn
一ル記号

（社　会　学）

EG　257

EG　281，　285

養
軽

罰
公

医学・薬学

衛生工学

KO’

Md
（歴史・地理）

G　81　・

GJ　91，　141

地理学・人文地理学

太平洋諸島，極地

地球科学

地球科学 0
0

H
、
H

（科学技術一般）

M　15－86　，　，

M　93

M　121

M　131，　141，，191

M　151，　154

M　211　L一　265

M　2，71，・　361

M　331

科学技術一般

防災科学一般（公害を含む）

・サイバネディック入・情報理論

制御工学，人間工学，測定・測定器一般

データー処理，電子計算機システム

工業基礎学　　　　　　　　　　　、

管理工学，標準化・規格

用水、・廃水

自然科学一般／

衛生工学

情報処理

管理工学

情報処理

応用力学・工業
材料

管理工学

衛生工学

O
d
O
O
O

C
M
A
M
A

LO

MO
Md’

（数 学）

MA 1数学 1数学 i　Do

（宇宙科．学）’

MB 1翌翌学 i天文学
，EO

（物理学）

MC　1－191

MC　211－271

物理学

原子物理学・

物理学

原子物理学

一F　Q

F　’a

（地球科学）

ME　27－411

ME　511－695’

ME　423－485

地球科学

気象，海洋，地質，地史，古生物，
官軍地誌

鉱物

地球科学

地球科学

鉱物化学・結晶
学

HO
HO

Gc

（建設工学）

NA 建設工学（ただし下記を除く） 健設工学 睡・
（次回に続く）
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D C　　L　　分　　類
「分類表」の

該当項目
ロ
号

ト
記

ン
ル

コ
一

NA　211＝224 聯工学備生工学 七生工学 1　Md

（機械工学）

NB 隊工学 瞬工学 1　Ma

（運輸工学）

NC　21，　31

N’C’ Q3，　51，　64

NC　111－161

運輸工学

・自動車，船舶

航空機・ロケット

建設工学

その他の工学

航空工学，

C
σ
O
e

M
M
M

（電気主学）

ND・
俗気工学 睡気工学 1　M，

’．（原子力工学）

．NG
陣子力工学 1原子力工学 レMf

（化学・化学工業）

PA　1－21
PA　51－61

PA　121－124

PA　222－225

PA　317－325

P　A・　151－185

PA　235－244

PA　361－551

化学・化学工業

’理論化学・物理化学

分析化学

無機化学・無機化学工業

有機化学・有機化学工業・

化学工業，高圧化学！・高圧化学工業，

電気化学・電気化学工業

セラミシクス

，石油化学，醗酵・微生物寸寸，高分子
化学・高分子化学工業，紙・パルプ工
学，木材工学，・皮革工学，染料・顔料

　・塗料，糖・澱粉，油脂類

化学一般

、理論化学

／無機化学哨機

化学・分析化学．y

　’

化学工業

GO
Ga

Gb

RO’

（繊維工学）

PB 繊維工学 化学工業 RO

（食品工学）、

PC 食品工学 化学ユ業 RO

（金属工学、・鉱山工学）

　　　　　　v
／
i

PD　23－57 金属工学 瞬・冶金 Ra
（次回に続く）
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N　　D　’　’L　　分　　類

PD　111－194

PD　81．一91

鋼
管

　
江

　
江

鉄
．
鉱

「分類表」の

該当項目
金属・冶金

その他の工学

ロ
号

ト
記

ン
ル

コ
㎞

Ra

Mg
（その他の工学）

ps iその御工学 ｝その他の工学／M・

（生物学）

RA　21－191

RA　211－347

・RA　411－571

RA　611L

　
　
　
物

　
　
　
生

　
　
　
微

吟
物
物
・

物
　
、
二

陣
植
三
二

生物科学

植物学

動物学

生物科学

JO
Ja
Jb
JO

（農林水産学）

RB 降林継学 懐榊産 lNo
（医 学）

sc 1医学 1医学・薬学［K・

傑 学）

SD 1薬学
N

1医学藁学．1K・

（図書館・情報センター）

UL　41

UL　521

ドキュメンテーション

図書館建築

情報処理、

建設工学

AO
Mcx

or

　分類山中めコントロール記号は，分類記号ではなく，索引から本文を検索する』

／手段として，案出したものである。本文に一連の番号をつける方法，．32の分類項

目を体系的に排列せず，項目のABC順に排動ずる方法なども考えられるが，い

ずれも作業上の難点，利用上め難点などを考慮して，順序を示すことのできる文

字と，数字の組合せを考えたものである。したがっ℃，ゴントロール記号のA，

Bなどは・分類記号ではなく・．単た順序を表わすものであるが・同一分野の項甲
に1ﾍ，’同一文字を使用し，その細分としてσ（ゼロ）a，b，＿等を使用してあ

る。

　（3）記入の形式

　本文の記入形式は，原則どして，整理部で作られた公開目録ガードに従うこ一

T39一



ととした・しかし・これだけでは利用できな吟ケースが，しばしば起って，これ

『をどQように処理するかが・問題点と．なった。索引の方は；、会議名・団体名な

ど1公開腸喋自として採戯れているものは・その形式に従ったが・翻に
採用され下いないものの処理に，若干の基準が必要となった。以下，問題点とそ

の処理のUかたを述べる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h　．　．t
　（i）本文　　．　　　　　　　　　　　　　．　　　tt

　　本文で最も問題となった鱗・pien・…yの場合である・tt・9のケースは・1．大．

　．tきくわけて，定期的に開催される会議録を　・pen．entfyにしたもの（例1），

、　，　opeP・nt・y　9うちのいくρ力干力1緯圏であ’るゆ（例2）．．しの⇒’に蛭

　例1』l

　MOOO9　lnstru／inent　Society　oaf　AmYerica．

　，　Proceedings　of　the，　anhual　conference．　Pittsburgh，　v．　in．　28・

　　　　　　clni（（12；1957，ユ9；1964－22；1967））’　　　、　　「　「　　（M191－2）

　　’（注）　（（））の中に当館所蔵分を記入した。　’　　　　　t．　　　』「tt　　　』‘L

　例2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　KO229　・U，　S．’Alational’Cancer　一lnstitz｛te．　・　’・’　一

　　　　　　Monograph，　no．．1－r　Washington，　U．　S．　Gdvt．　Print．　Off．　v．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　illus．’26　cm．

　　　　　　．No．　2．　Proeeeqings：　Symposium　on　some　problems　of　normal．

　　　　　　’and　．　abndrpaal　differentiation　artd’　development．　Roscoe；　June　15

　　　　　　through　17，．ユ959．　187　P．・　　　　’　　、　　　　　　　　『「

　　，　’．，　No．　B．　Conference．on　ex’peri’mental　elinieal　caneer　chemotherapy，

　　　　　　Washington，　D．　e．．，　Novemlber．．11　and・　’12，’　1’959．　305　p．　’

　　　　　　L’v”r 　・　．，　’

@．・　・’　．　．．・　・
C　，（SC461－s）

　　（注）該当するno．のみを取出しで，基本記入の後た付記した。

佛弔≒も各々の会講ゆ・・て・会議名．団体名などす㌶鰍・鷹
た・鯵上記op（例・）のゲースで）・．ある回踏みが・単行書扱い艇理され．

』してv｝るものに？いては・でき得る降9整理部に申入れ訂正し’z貰ったが，何回

か（？未訂正のものな・そのまま並部した・「「∫　　　　．一

，　例31　く　　　　　　、・・』　　　　　　　 　．　　　　・　　．　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　r‘・　　　！ジ

　M・059．F6d6・ati・孕in多ern頃・nr1・d・1・、P蜘nt・aint・・

　　　　　　Cgng｛．gss　of　．the　F6d6y’ation’　’i4teyn’ationale　de　la　pr6dontrainte．

　　　　　一，　［London］，　v．’25，ctn．　（（1；1953－2；1955，’　4；1962））　一．　（693．5－F283c）

　McO51　F6derqtion　lntg，rna．tio・hale　db　la　Pr6contr’qipte，　3dl　CongreSs，　Berlida，

　　　　　　．1958．　．　’　’　fi

　　　　　　　　　　　　　　　　一一　40　一



　　　　　　Diseusslon．　Orgahizin．g　secretary，　P．　Misch；　editor，．Ralph　P．

　　　　　　Andrew・［L・nd・n，　C・m・n七幽and　C・ncrete　Ass噸ti・n，1959］，

　　　　　　209　p．　illus’．．25　em．．　．　．　一（693．5－F293d）
　（ii）　　　索弓1　　　　　　　　・

　　a　開催年月索引

　同しの開催年月’を「区別する為に，開催地を付した。これは大ていの会議のリス

トでは・載の糠手段として課鋳ているものである・すなわち・会議の名

称や主催団体奉戴不明確であったり・また標目の取り方で変ることもあり得る

が，年月は，きわめて明確な検索手殺となり得るからである。識別の為の地名

は・カード上に記載されていない場合が多く，．「ほとんど現物の図書炉ら採録し

た。しかし，必ずしも，開催地名が書かれているとは限らず，・可能な限り調査し、

たがプ地名以外㊧ものを代用したケースもある。すなわち1

　　！965　8　Austi”alian　National　Uiiiv．　・

　　ユ966　1　Norway．

．のよう珊珊鴎など鮒記し・全く不明のii・のは・e．の三民収録しな
かった・「 @　　　　　「一　　　1　　　・　一．

　地名の取扱い上、次の点を考慮した。

①　一般的に英語で知ちれて以るものは・英語形を使用する。初め1ちすべて原

語名で統しすることを考えたが，国際会議の開催地の場合，なかなか三三名を見

出すことが困難なので：，このような処理をした。

　例　　MUnchen一一L－r＞Munich　l

　　　　W，ien　’t　Vienna　／　，　．　，
　　　　Moskva　一一一〉　Mosdow

．雛∵即麟脚り｝1鍵田亨耀
　例　　　Chalk　River（Canada）「　．　　　　　　　　　　　、　　　　　　　’y

　　　　Daytin，一　Ohio．

　b　会議名索引

　会議名索引にあたって・最も考慮した点は・次のとおりである。

　　（b－1）同一の会議日読1ゼニとおりで表示されでいる場合の調整。’

　　一方の方から参照カードを挿入して，統一をとった。

　　．例bL　1’　　　「　一．．　　・　、

　　ASME　Winte＃　Annual　Meeting．，　，　’．　y

　　5…Wlnte吟nnua1　Meeti耳g　of．the　ASMEド

　　（b－2）、会議名の中に含まれた機関名が，’略字で表示されているものと，完

　　　　　　　　　　　　　　　　　一41一



　　’全名で表示されたものとの調整。・

　　　　初め，「をも見よ」参照を挿入するこ・とを考えたが，これは次の主催団体

　　　索引にも関連のあることなφで，略字名，．完全名両方から検索できる「魔表

　　　を作成してゴ巻頭に記載レ，’利用の便をはからた。

　　　例b－2・「tt「　・、1』tt　．、、、，’・1　・．ジ／L
　　MEOユ31AIAA　Space　Simulation甲esting　Conference，？as，adena，　C磁が，1964．‘

　　　　　　　Technical　papers．　New　York，　American　Institute　gf　A6ronautics

　　　　　　　gnd　Art・・h・uli…1964・　’287　．P・29・m・（A・今A　pゆli・ati・n　CP－

　　　　　　　11）．．・　　　　　　　　　　　　　　　　』　「．　　　　　（629．1388－A2884t），

　　MEO37　Atp・・i・an　l耐itut・・踏er・n・utics　and　A・t・・n・uti・・Th・・m・phy・i・・．

　　　　　　　Specialist　Conferenceジ1st，　Mqnteray，・Calzf．　，．1965．’

　　　　　　　Th・・m・P騨・r・and　t・mp・・a七ure　c・nt・・1・f・P・．cecraft・ndρn加y

　　　　　　　、v・higl・・；・・electip・n　．・f　techni・al、P・pers・．　Edit・d　by　G・・h・・d’B．

　　　　　　　・He聖L　Sponso童e嚇the　AIAA　Th・・m・phyri・・’C・mmitt・e・N・w

　　　、』Y・咋A・ad・mi・P．・ess・1966・S67　P・25・m・（P・・9・e・忌領・

　　　’　・串ゆ・uti．・r．・ndl　aer・n璽螂・v・　18）．’．tt（629・1388－A5i24t）

　　遼　主催団体索引

　　樹体名はすべて・略字ではなく完全名を坪肥した。略字レかわからない場合の

ノために，巻頭に，略字名→完全名のピ覧を掲載した。　・　　．　’

　　　、（c－1）、同遍団体名が索引に収録される件数が，団体によ『っ七は20件以上に

　　　もおよぶことがある。ヒの場合多くの類書でな1一？の団体名めもとに，直’

　　　接本文り頁数等¢〉コン．ト白一ル記号を付するのが普通であるが，これで峠利，‘

　　　用上不傳なφで・識別する為に・・会議名・．叢書名・書名のうち・「ら塗付記

　　　した・三つめうち・ど縫採用ナ翻ま・土記噸で・蟻名の不明確なもの

　　　は叢書名，叢書名のないものは書名とした。　．　　　‘　．・層・．、し「‘ノ』

　　　例。」ユ

　　A岬・an　S・・i・ty　fq・T・・ping・三三‡晦

　　　Adv・nr・・i一・・r・pect・・m噂　』＿　　　’‘．胸…

　　　蜘ual　Meetin縞57t瓦『hicag◎1954・・一　 、・ @　tt　KOOO8
　　　、．琳emationa11　Rubber　Cohference，　Washington，「D．　C．，．1959．、、Rbo33

　　　S丞）ecia：1　technical　phb華cation，．’no．96．　・a　’　　　　　　　　　　　・　　．　』　　　　LOOO3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　コ　　　　コ
　　　（『一2）車催団体として・．（特に国際会議などは）．・10～20機関もの団体が名

　　　をつややている場合があるざ一．この牢うな時・．いくつまで採用するか。，これに

　　　ρいては旧鋤一膳記載されて「い寄りは冷部・．騰かドに記載さ．

　　　れていない時は，原資料の最初に記載さ劉ているもののみを採用した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　．ゼー42一



　　例。「2　．　　■　．　　　　　．　．　・：、　　』
本文　　・「　．、　　　　．．　　　い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」01S1．1 窒凾高o・S’Vm．　gn七h・．lmm・Ci’・t・．gnd　L・w．L・v・’Eff・¢t・、ρI　I・4i・ing

　　　　　　　　　Radiation・晦r・，エ959・．．．．．．　t　tt

　　　　　　　　　Imm・di・t・．・nd．1・W．・ffe・t・．・f　ibni・ing．即i・ti・n・；P…9・di早9・・f　tt．

’．．
狽煤D

狽?E．・ymp・・iuM．　h・1d．・t．V・nice・n　Jμne　22dr26th・195g岬ρ・・　’the　’

　　　　　　’j・in‘’　・p・hr⑲ip’・lf　UtN・E・S・C・α・・，1・A・E・A・・ndα珂・R・N・’and・

　　　　　　　　　pゆli・h・d・・a・upP1・m・nt　t・th♀lnt・m・ti・n・1　J・urn・1・f　R・dla－

　　　　　　　　　tioll　BユQlggy．、　Edited　lby．A．　A．：Buzzati－Traverso．　l　London，．　Taylor

索弓∵興1’∵69．1『㌣・”∵叫．　ttt．（4∵∵911’）・

InternatiQnal　Ato］mic　Enefgy　Ag『ncy．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．

Symposium．6n　the　lmmrdエa㌍and　L6叫eYel硫ects。f王onizi喀

　　　　Rad垂ation，　Venice，．1959．　．　　tt．　　　　　　　　　　　　　．，　　　JO181

1t・ly・σ吻㈱ぬ・nal・　P…　1・．　・・ichei・ce　7zuc4eai”ii．

@．　i
　　Sγ即pd串ium　on　the工mmediate孕nd　Low　L6vel　Effects　of　Ionizing

　　　　RadiationジV♀nice，1959．　　．　．　．．　．．　　　　　　．　　　　　　．　　JO18i

United’N’ations　E．ducatio耳al，　Scientific　and．　Cultural．　Organization．．

　　．Symposiul皿gn．　the　Im㎞ediate　and　Lo．宙：Level　Effects　of　Io4izi耳g　　　　　　　、

　　　　Rad’at’on・Ven’cel．1959・、．　t　tt■．・．．．1、t．．．・　■JO181

（・一3）． ｴ語名と英語名t　．　・．tc．1．．．．1．．

　　　　団体の名称は・でき．るおけ原語を採用レ・英語名からは参照殉ニドを入れ

　　．た．・た画し・国際機関で磁力国語め名称をもつもめは1．英語名で統＋Pた。

　　なお，ロシヤ．語の場禽．翻字したもの．（本文め三三となったもめ）・．と，原語

’． ﾏ糞まで採用（本文の標目以外のもの）．し準ものとが南う・日本語の場合

　　は，全部ロー々ナイ．ズし，．そ．の後に日本字を付記，した。．．、　　．．・

　　例。－3

A・ad・my・f・Medi・al・S・i・，nce　U＄SR・．　　　．．．・・

　　　Sq・’Ak・d6mi電．m・di露i・・kikh．・auk．SS駅．■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Akad6miia・meditsinskikh　nauk．SSSR．

A球r・e曲Me耳蜘脚Kya．CCCP・．t
D一．，． D一 @tt．・・．

P．・

B・1・i・耳．ph・pical　Society・一　、．　．．t　t…

　　　S・・Sg・’6・6　b・1・6　d・．・h・・i・吟．t　・tt．．．．■．、．一、．．沼．．

C・mi峰i・聯・i・h・l　d・phgt・bi・1’99i・，・　ttt　t．・一’．

　　　「See　International　Photobi610gical（）o卑mittee．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一・一・L43　一一一・・．　　　．　　　　　、　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、



1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　．

　　　　　　C・erh・・1・・qk．．Akad・my・f　S・i6・ceL．r・．’

　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ

　　　　　　　　　See　C畔skoslovenska　ak3demi　y6d．　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　．手・p・nAt・皿1・．1・d瞬i・IF・f・m・・．．：．　』．．・r　　　tttt．

　　　　　．　　See　Nihon　Gensiryoku．Sangyo　Kaigi・

　　　　　　Nih・n’Gensi・yokU　Sangy・Kaigi，、．〔日本原子力産業会議〕　　　　　　　　，

　　　　　　　　遡＝書名索引．1．　　　　　　　　・　’．・〕、

三歳1擬闘各∴1群織∵慮を騨1．
　　　　　　　　（d　L1）．．書名

tt　　書名々弐∵‘・・bceedi・g・’、1‘・・a・・4・・i・n・．”1などρみちの1鄭∫‘戸・・ce：edi・9・・1．

　　　　　　　　・h・．・…al・6Af・・epc・”・など・1鯨め手脚融なりに．く蝿のは除町6ま．．

　　　　11　た．“proceedings’on．（of）＿”、“Sy血posium　6n（of）．．ぶなどで始まる書名　’

鋤く．∵で∵轡1轡の∵∵ヴ，

　　　　　　　FO173．　Syn3P・sium・n　Cavit・tiρゆ恥ld　Machine「y・Ch・1・dg・・　196’5・

　　　　　　　　・’　．　S．ymp・・ium・n　C・vit・tib早．．in．耳luid　Machi騨y・Edit・d．byα1・nn

　　　　　　　　　　　　，・M．WQod　and　others．．　New　York；American　Society　of　Mechanica1

　　　　　　　／1t．．■15n脚r・1965』．176　P・．12ゆ一1．、．．『’・（532．・・5一S989．s）1

　　　　　　索引　．　1．　　．　．．　’　　　　　　　　　　，．

一．避tめ⑳’蝉1画．、．．．．t．．・r．．．．’11・1．．FO173

　　　　　　　P・・2・’B・9・klyn・．・．P・lytd・hnie　”・n・titute・．．晦・聯．盆御存．．．三三臨’

　　　　　　　　一．碧ゴoρredihgs　gf　th・Symp・sium・n，m・de・n　pPti，c・・N・wマ。・k・　N・．Y・，

　　　　　　　　　　　　　　　March　22－24，1967．：Edited．　by　Jerom♀Fox．　Brooklyh，．：Polytechnic

　　　　　　　　　　　　　　．脚sslρ371．’sg・　・4　P’　2ぞOp・・．（1七s．syrワPgsia　sr「lbs’vr．1て髭c91＿3）．

　　　　　　剰．■一．．．．．．．　．て．一・’

’欝顕名脚痴翻ll㍗．，・一．・．［．．』．1．．rF9020

　　　　　　　．で．きる朝口源資料め回り表現を採弔した6，

　　　　　　　卿』黒野q’1ゆ’1琴噛め∵⊥・・36．．1．、．’／lt．．，

・2「ll．ll∫1一．1．1．．三・乞1’11鐸ll二’＿・1一

一．　tt　． @、．　t@l d・1．lt．．．1．T　4‘lr・ゴ．』．・．1・’　1．．匠．・
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IV・今後にそなえて

　1．本目録の追加分の維持について

　　（1）・現在の作業

　本目録は，前に述べたとおり，昭和44年（1969年）零でた整理された会議録の

目録で，それ以降整理された資料についても，本目録作成作業と同様の作業を継

続して行なっている（会議録カードの引抜き作業一索引カードの作成デ分類順排列）。

との作業の中で，本目録作成作業と多少異なる点は，索引カード作成の際，主催

団体索引については，本目録では主催団体が複数の時は整理部作成の目録カード

に詞載されたもりは，全部。現物からとったものは一：っ，としたが追加分（現在収

集している分）1『ついては～現物からとる場合も・全部索引を作bている・ま牟書

名索引も本目録では通称名（例NAECON，71：National、1Aerospace　Electronics

Conference，1971）’ �C必ずしも入れてy・なかったが，追加分に’D　k・ては・出来

るだけ入れるようにしている。　　’　　　．，、　　　　　　　　　，

　追加分に当たるものの収録件数は，昭和47年2，月未現在1，157件で幽る。その

　　　　　　　　　　　　　　　　一45一



内わけは，、下図のとおりである。

＜表4＞追加分内わけ
　　　　　　　　／

NDL分類記号

M （科学技術一般）

MA　（数　　学）．

　　　　　しMB　（宇宙科学）

MC．（物理学）・

ME　（地球科学）

’NA　（建設工学）

NB　、（機械工学）、

NC　（運輸工学）

ND　（電気工学）

NG　（原子力工学）「

PA　（化学，化学工学）

PB　（繊維工学〉

・PC　（食：品工学）

収録件数、

135

60

31

112

86

69

16

K

44

86

23

85

2

9

NDL分類記号

PD　（金属工学・鉱山工学）

PE　（印写工学）「

PS　（その他の工学）

RA　（生物学）

R・B　（農林．r．水産学）

SA　（人類学）

SB　（心理学）

SC　（医　　学）

SD　（薬　　学）

．撫s（科学技術以外）

高分i願　　（継，続）

合
　
」量

口

収録件数

54

・5

3

102

37

2

7

1o2

9

20

58

1，157

　ま、牟・，追加分の中には1書店を通して∵継続的に購入するホうなシネテムにな

？ている．も　apが・約200件ある。それらの例を挙げると，

（i）機関指定のもの。、

　Americap　Chemical　’Society，　American　lnstitute　of’Aeronautics　and　Astronautics．

、Ame・i・a・S・・i・‡y　f・・T…i・g・nd、M・t・・i・1・・．等め会議録

1（ii）数種め団体が共催するも、a》。　、、　　　　・1－1　　’

　joint　Computer　CQnferenee．　・　．　’　’　・　．’　．，　’

　　　（Association　for　Computing／　Machinety，，American　lnstltute　of　Elebtrical

　　Eng／rneers，　Ins㌻itute　of　Radio　E耳gineers．の共催W）

　　＊後にこめ三つめ団体が一つρ組織：’Amerigari　Federation　of　Inform碑on　Pro－

　　cesSing　Societies乏して，、会議を主催するようになった。

（ifi｝．　t　tt国際機関が主催するも0。

　International　Spaee　Science　SymPpstum．’

　　　（lntena毛ional　c（ymcilr　of　scientific　Union，　c6mniittee　of　SPace　Research・の主

一m“一　46’　ny



　　催による）

　飼　国際会議。

　World　Petroleum　aongress．　，　，．　！・
　　（Permanent　Council　of　the　World　Petroleum　Congressの主催による）

となる。この中で，嗣の国際会議の会議録については，出来るだけ継続的に収集

するようにっとめているが，Intemational　Congress　of　Mathematiciansのような会

議は？四年に一度開催さち主催団体もいくつかで樽成され・数三国の言語で・

会議録が出版されるので）’継続購入のシステムに1まのせることができない。．i，rた

却ミって，こうした国際今議の会議録g）継続収集には会議録刊行の情報をキャッチ

した上で，個々に発注すると云う手続きをとることになる。今奪では・）これらの

収集に，相当の困難な点があったが，本目録の作成によって，今後の収集には，

相当の便宜が得られるであろう。すなわち，継続購入のシステムにのっていなが

ら，欠号になっているものが明確になったこと，また，継続購入のシステムにの

5ないものの・悟轍ヤサの手掛りが得らPt．ることなどである．今後はこれら

欠号の補充にっとめたい。また現在作業を続けている追加分についても，本目録

の補遺版として，刊行することも考慮じている。　　　　　．　　　（菅原）

　2．　和書の会議録

　国内の科学技術研究会議は・学協会が主催するものカ『多く」年会，研究発表

会，シンポジウム，学術講演会などの名前で開催されて》・る。

、例えば，日本化学会，旧本物理学会，応用物理学会，肩本機械学会，日本医学

会，・その他では年会，講演会，「討論会などを行ない，それぞれの主催団体から講

演予稿集が図書形態で，刊行されている。，

　また，学術会議，応用物理学会などが主催するミ応用力学に関する会議録雨Pr。一

ceedi璽gs　of　the　Japan　National　Cqngress　for　ApPlied　Mechanics’のように，雑誌形

態で刊行されているものもある。’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
　当館は，国内出版物の納本図書館になっているため，自動的に入手できること

になっているが，現実には一入のものがある。

『当館の整理状況は，分類記号が付けられ，公開目録が作成されるものと，簡易

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド、整理資料（NDL分類表のY分類）があるぴ

　また∫これらの予稿集は，日本化学総覧，科学技術文献速報，船舶工学・海洋

工学技術士献血などの二次資料に，抄録，「索引されているので，欧文会議録とな

らんで，今後利用が増すであろう。　　　　、

　（例）分類記号が付されているもの
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　　目本医学会絡会学術講演集14ん17回（490．4－N　6S4　h）

　1電子通信学会全国大会論宰集＝昭和44～46年（ND511－20）

　．簡易整理資料とならているも．め．L、　1　　三．

　　応用物理学会学術講演会講演三三集．

　　目本物理学会年令予稿集　．．．．　　　　　．t1　．tt．　　tt

　　日本放射稗技術学会総会抄録集　　1．、　　　『t

．など。tt

　　　　　　　　　　　　　　　1

、

（山口）

ノ

晴．誌∫．．∫r．．r．一r．』既・F’

　1。会議め目録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

雑誌形態で刊行されている．もの。　　　．「　　　　　　　　　　　　　　　　・

’　1“．　orthcgmir｝g　lhter・natignql　，　ScieT｝，tifie　’arid　Teehnieal，　Conferehce．　’　Dept．　of　・

　　　Edueation　and．　Seiextee　（Eng）　 　／　，　’・

惰鞍懸慧罵購講鋼i瀦黙㌫i器聡：ヒ
　を主倦する団体めアノレフアドツト題リスト・1．　　　　　　　　　　　　　舎

　　Wo「1蝉eetings；9導side．町itedlStates　and．Canada・　1（1）1968一（Z53・Rチ1）

　World．・Meetings；・United　States　and　Canada：　Lib．　has　1967“　（Z53－N341）

　　将来2年間に行なわれる予皐の∴医学・秤学技術分野の国際四三のカPンダ．

　曽9今講こ関するr般時報．今議め出版物に関ナる情報奪ξ；．・他¢））・il．ヒ．著ダT1一．，濾tt

　では得られない詳細な情報を収録する。tttt．．　．　　　　一　　　功臣

蔀門別のもの≒して如もの温点・．　　　　　　　や霧
　．CIOMS　Calehdar．．国際医学団体協議会’　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ・一

　　，Conferences，　Me’eti4gs，　Training　Coursgs　in　At’omic　epnergy：　，　lnte’rnationgl

　　　Atgmic　Energy．4．gency．　Lib．　’has・IP61，一　（Z53－P463）

　　核エネルギト㊧基本的技術問題と平和利用に関する会議の主題別索引。

1男臨躍獣lh畔IT鱒t’tyte．．璽陶’三脚
　　World　Calenq・gr，’　of　Forthcoming　’Meetin’gs；　’Mgtallurgical．　and　Related一　Fi’elds．　・

　　　Iron　’and　＄teel　lnstiPixtel，　Lonq，on．／　Ub．’，has，一19，6／5“　（Z5・3一：一N27）

．．将来2鯛に行なわれる予定の主闘i！力呼ダー・．r、

．図書形輯で刊行されているも¢）6．　．．．　．．L．1．

　．1μr畑ti・n・’．qbh琴・…．C・1・nd・r’・．　Uゆ’・S　lnFern・ゆ・1．　ArS・¢i・ti・n・　，

でき．る猷．長期に雛つ下収録した．酎ll眞の墜トV（一’）会謙IC・≠・・r・9・

lP岬i耳9岬行r瀬〉贋定曜に噌糊が御る・
　　．　．　，．，　．　．一　48　一　　一



　　　日本で刊行1れている．もの6

　　　　国際学術会議．．日本学術会議

　　　　　Iptg　riational　Congress　Calendar，　Forthcomi．pg　lnterpational　Scientific　and

　　　　　　Technieal　Conference，．　CIOMS，　Cale’ndar，　WQId　Meetings，　Wor，ld　Convention

　　　　三論纒議鄭翠融融ら・将来1戦離編

　　　　JFESニュL．ス・共栄逼信社＿「一、．　一

　　　　本曇麟論驚鐙鍬曇甲際会離収録し唾日

　　　　2．　会議録の目録

　　　雑誌形態で刊行さ．れているもop。．

．t　r讐t謙羅1贈四s’幽幽Techlolo器．、

　　　　　　航tt一・闇物科学・t．化学などの主題分野を含んでい．凱

　　　　　In£鷲6畑∵「ocre弊8ece’ved　l咽LL．㌣a｝’o叫end’ng．1

　　　　　徽諜灘轡形騨8さ細騨含を艦
　　　　’14terDok；　Directory　of　PuPlished　Pro．　deedingsi．，　’lnterDok　Corp．

結騨丁；Sc’1紬9’nl叫『砒’ng’，Telhno．’oly’i　’・（1）玲15臨P289）

　　　　　　SSH；　Social　Scienees，　Humanitie’s．・

　　　　　会議開催に関する情報め外に・会記録の書面的・事項も寵識しζ（吟る6．

　　　　　？・・ceed’ng・”np血t・町・6r・d’ng・’n　P叫・・n・・．gib・4…969一．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一’　，　”　，　・　（Z53T．B271）．

　　　　　　あ⑳る主騨ついて賄された会議録を騰しかる・会議即す．硝幸艮

　　　　の外に，会議録め書名．編者，出版社，緯翠霞ど書誌的事項、も揖載する。

　　　リポート形態で刊行されるものめ調査ツ．一ル　　　　　　　　　　　　　“

　　　　Go’vern．tpent　Rep6rtls　Anpoqneemepts．　（formerlyi’，U．　S．　’Go・vernment　Re一　’

　　　　　．・earch、・pd　P・v・’・pni・nt　Rep…r）．．N・・’・n・LTeゆi・ri・nf・・m’・ゆ

　　　　　　Servicel　（Z55－A94）

　　　　In濫謙er器諾廿a紬r嘔lnstltule畑中aUt’cs．a叫

　　　　Nur母S・ir卿春b・t・・rt・・、　U・－S・．At・mi・．　En6・Sy　9・卿＄・i・rt・（Z53－B7ユ）

　　　　＄eigntific一．　gpd　・Teehnicai’　Aerospgce　4ep．orts・　・　Natiopal　’　Ave；04aytlcs’　・gnd，’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一L　49　一一



　　Space　Administration．　（Z53－B139）

　　以上4件についてはC・nference，　Symp・sia’などの主題で検索する。

図書形態で刊行されているもの。
　yehr　book　of　lnternational　Cpngreiss　Calendar’．　lg61一　（annual）　，Union　of’

　　Internatiopal’　Associations．

　　離畔引配列・輩団四三・著者索引三三引が完備・弊2巻まで

　刊行されているg　　，
　Inter’national　Congresses・and　Confererices，　1840－1937．　！967．　New　Yotk

　　Kr’aus　・Reprint　Corp．　，’

　　アメリカおよびカチ吻ユニオンリスト．臓する図書鰍1記入されている・

　会議名のアえレフ、ア・ざット順配列。　　　　’

　その他年次会議のように連続して開催される会議，’あるいは講習会その他を調

べる資料として
　world：List　6f　sciehtific　Periodicals　4th，1965がある。

また国内のものとしては

　全国学協会総覧　日本学術会議，科学技術団体等．E’一日本科学技術振興財団

などが参考になる。　　　　　　　　・　　　　　　　　　　．（山口・小山）

　　．”（たなか・たかこ：科学技術課　主査ふるや・ゆういち：同　主

　　　・・　、杏やまぐち・ぎ・｝ち「洞副主査こやま・かつ・同副主査

　　　　　　　すがわら・つたこ；同　みかみ・たみこ：同）

』なお，本目録の入手先は学術文献普及会（東京都目黒区大岡山；東京工業ネ学内）

価1部5，80σ円です。　’

　国立国会図書館所蔵　　「’　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　貴重書解題　第4巻一古文書の部　第一

　A5　写真20頁一はしがき・三三・凡例・目次16頁，解説本文98頁，編年索

　引18頁

第1巻室町時代以前刊本の部・第2巻．古活字版の部・第3巻古写経お

よび仏教関係古写本の部に続く，冑山文庫旧蔵中世文＝書の解読目録・、

箱5巻縁短冊郷第・巻回書確・を回して・・る・三三・
主として，大学L、公共図書館にのみ寄贈。
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